
カキの温湯処理見学 

１０月１５日（木）４年生がカキの温湯処理を見学しました。カキの温湯処理見学の

前に、漁港施設内の水槽でヒラメやカレイ、スズキ、ホヤ、エビなど唐桑の海でとれる

生き物を観察し、豊かな水産資源に驚いていました。 

温湯処理は、カキを７０℃のお湯に１０秒から２０秒ほど浸し、カキの殻の付着物を

取り除き、適度な刺激を与え良質のカキを育てる技法です。クレーンで持ち上げたカキ

がお湯に入れられ、湯気を立てて引き上げられる作業工程に子供たちは大興奮でした。

自分たちの地域ならではのカキの養殖技術を学ぶ貴重な機会となりました。 

その後、学校支援委員会代表の畠山政也さんにカキ養殖について質問しました。「温

湯処理によるカキの変化は？」「養殖されているカキの存在は？」など養殖に携わる方々

の熱い思いに迫る質問が次々に出されました。畠山さんからは「温湯処理も最初はなか

なか受け入れられなかったが、今ではカキ養殖には欠かせない技術となった。皆さんも

失敗を恐れずに新しいことに挑戦してほしい」という未来の地域を担う子供たちへの温

かい励ましのお言葉をいただきました。 


